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国産初の35mmフォーカルプレーンシャッター搭載レンジファインダーカメ
ラである。単なるライカの模倣に終わることなく、独自のレンズマウント
を採用し、また、フィルムカウンターを前面に配置、独創的な飛び出し式
ファインダーを備えるなど、国産小型精密カメラ開発の嚆矢となった記念
碑的な製品として重要である。
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